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Ⅰ．調査概要 

 

 調査の目的 ： 

瀬谷区在住の外国人の抱える課題・ニーズ等を把握し、今後の区政運営や政策立案の基礎

資料として活用することを目的に、「瀬谷区外国人意識調査」を実施 

 調査対象 ： 瀬谷区内在住の外国人のうち、１８歳以上の男女個人700人 

 抽出方法 ： 住民基本台帳から無作為抽出 

 調査方法 ： 郵送によるアンケート調査（無記名） 

  郵送で調査票を送付し、郵送または電子回答 

 調査票対応言語 ： ４カ国語（日本語（ルビあり）、英語、ベトナム語、中国語） 

 調査期間 ： 令和 ５年５月１日（月）～令和 ５年５月22日（月） 

 回答方式 ： 無記名、選択式（一部記入式） 

 回収数 ： 241件（回収率34.4％）、有効回答数２３１件（有効回答率33.0％） 

 

 

 

Ⅱ．集計分析結果 

１．回答者属性 

性別 (Ｑ29) 年齢 (Ｑ30) 

 

  

  

Web調査

96人

41.6%調査票

135人

58.4%

n=231人

男

85人

36.8%
女

138人

59.7%

その他

2人

0.9%

答えたくない

2人

0.9%

無回答

4人

1.7%

n=231人

日本語

117人

50.6%
英語

55人

23.8%

中国語

27人

11.7%

ベトナム語

32人

13.9%

n=231人

29才以下

54人

23.4%

30才代

63人

27.3%

40才代

42人

18.2%

50才代

42人

18.2%

60才代 14人 6.1%

70才代 6人 2.6%

80才以上 5人 2.2%

無回答 5人 2.2%

n=231人
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居住地区（13地区区分） (Ｑ31) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも使う移動方法 (Ｑ32) 

 

国籍 (Ｑ33) 

 

 

 

127人 55.0％

126人 54.5％

86人 37.2％

70人 30.3％

52人 22.5％

46人 19.9％

28人 12.1％

3人 1.3％

4人 1.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

電車

歩き

車

バス

自転車（アシストなし）

自転車（アシスト付き）

バイク

その他

無回答
n=231人複数回答

56人 24.2％

43人 18.6％

26人 11.3％

25人 10.8％

16人 6.9％

8人 3.5％

7人 3.0％

7人 3.0％

6人 2.6％

4人 1.7％

4人 1.7％

3人 1.3％

2人 0.9％

0人 0.0％

18人 7.8％

6人 2.6％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

中国

ベトナム

フィリピン

韓国

インドネシア

ネパール

台湾

アメリカ合衆国

ミャンマー

ブラジル

タイ

カンボジア

スリランカ

ペルー

その他

無回答

n=231人

居住地区 町名

阿久和北部地区 阿久和東1丁目、阿久和西1～3丁目

阿久和南部地区
阿久和東2～4丁目、阿久和西4丁目、
阿久和南１～３丁目

三ツ境地区 三ツ境

瀬谷第一地区 瀬谷4丁目、中央、本郷4丁目

本郷地区 本郷1～3丁目

瀬谷北部地区
卸本町、上瀬谷町、北町、五貫目町、
竹村町、中屋敷１～３丁目、目黒町

瀬谷第二地区
北新、下瀬谷１～３丁目、橋戸１～３丁目、
瀬谷5～6丁目

細谷戸地区 瀬谷町

瀬谷第四地区 東野・東野台、二ツ橋町

南瀬谷地区 南瀬谷１～２丁目、南台１～２丁目

宮沢地区 宮沢１～４丁目

相沢地区 相沢１～７丁目、瀬谷1～3丁目

17人 7.4％

33人 14.3％

18人 7.8％

5人 2.2％

16人 6.9％

19人 8.2％

22人 9.5％

10人 4.3％

9人 3.9％

10人 4.3％

3人 1.3％

59人 25.5％

10人 4.3％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

阿久和北部

阿久和南部

三ツ境

瀬谷第一

本郷

瀬谷北部

瀬谷第二

細谷戸

瀬谷第四

南瀬谷

宮沢

相沢

無回答 n=231人
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主な職業 (Ｑ34) 

 

 

在住期間 (Ｑ35_Q36) 

 

 

同居家族（複数回答） (Ｑ37) 

  

     

  

14人

6.1

32人

13.9

60人

26.0

89人

38.5

30人

13.0

34人

14.7

50人

21.6

40人

17.3

40人

17.3

23人

10.0

35人

15.2

11人

4.8

2人

0.9

2人

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本在住期間

(n=231)

瀬谷区在住期間

(n=231)

1年未満 1年～5年 6年～10年 11年～20年 21年～30年 31年以上 無回答

126人 54.5％

92人 39.8％

22人 9.5％

18人 7.8％

16人 6.9％

11人 4.8％

10人 4.3％

5人 2.2％

1人 0.4％

28人 12.1％

1人 0.4％

2人 0.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

配偶者

子ども

父母（義父母）

同僚

パートナー

孫

兄弟姉妹

友人

祖父母（義祖父母）

一人暮らし

その他

無回答

n=231人複数回答

自営業・家族従業

29人 12.6%

管理職 8人

3.5%

専門技術職

41人

17.7%

事務職 22人

9.5%

現業職

45人

19.5%

主婦・主夫

33人

14.3%

学生 10人 4.3%

無職 17人 7.4%

その他 16人 6.9%
無回答 10人 4.3%

n=231人

『仕事をしている人』 62.8％ 

※同居家族を世帯構成（SA）に組み替えたもの ＜世帯構成＞ 

自営業・家族従業 農林漁業、商工サービス業など

管理職 会社の部長以上など

専門技術職 医師、研究所研究員、技師など

事務職 事務、営業、教員など

現業職 生産工程、販売・サービス、保安職など

68人 29.4％

62人 26.8％

17人 7.4％

15人 6.5％

14人 6.1％

8人 3.5％

28人 12.1％

19人 8.2％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

夫婦（パートナー含）と子ども

夫婦のみ（パートナー含）

親と二世代

同僚・友人

母子・父子家庭

三世代

一人暮らし

その他 n=231人
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住居形態 (Ｑ38) 

  

 

 

 

 

 

２．ことばについて 

Ｑ１ あなたが話せることば（複数回答） 

・「日本語」（76.2％）が最も多く、次いで英語（37.7％）、中国語（26.8％）の順である。 

 

Ｑ２ 日本語での会話ができる程度 

・「日常会話ならできる」（48.9％）が最も多く、「問

題なく話すことができる」（34.2％）を加えると、

日本語で会話ができる人の割合は83.1％であ

る。 

 

  

47人 20.3％

28人 12.1％

16人 6.9％

50人 21.6％

57人 24.7％

22人 9.5％

2人 0.9％

3人 1.3％

3人 1.3％

3人 1.3％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

持ち家（一戸建て）

持ち家（マンション・共同住宅）

賃貸（一戸建て）

賃貸（県営・市営・公団など）

賃貸（民間のアパート・マンション）

社宅・社員寮

学生寮

わからない

その他

無回答 n=231人

176人 76.2％87人 37.7％

62人 26.8％

40人 17.3％

24人 10.4％

19人 8.2％

16人 6.9％

9人 3.9％

8人 3.5％

4人 1.7％

2人 0.9％

18人 7.8％

2人 0.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

日本語

英語

中国語

ベトナム語

タガログ語

韓国語

インドネシア語

スペイン語

ネパール語

ポルトガル語

クメール語

その他

無回答
n=231人複数回答

＜住居所有形態別＞ 

＜住居建築形態別＞ 

持ち家

75人

32.5%

借家

147人

63.6%

無回答

9人

3.9%

n=231人

一戸建て

63人

27.3%

共同住宅

159人

68.8%

無回答

9人

3.9%

n=231人

問題なく話すことが

できる 79人

34.2%

日常会話なら

できる 113人

48.9%

挨拶くらいなら

できる 31人

13.4%

ほとんどできない

4人 1.7%

無回答 4人 1.7%

n=231人
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Ｑ３ 日本語を読む能力 Ｑ４ 日本語を書く能力 

・「ひらがな、カタカナと簡単な漢字なら読むことが ・「ひらがな、カタカナと簡単な漢字なら書くことができる」
できる」（48.9％）が最も多い。 （43.7％）が最も多い。 

 

 

Ｑ５ 今後、日本語を学びたいか 

・『学びたい』が 79.2％。 

 

 

Ｑ６ 日本語を学びたい場所（複数回答） 

・「無料で学べる教室や学校」（45.5％）が最も多い。 

  

  

問題なく読む

ことができる

65人

28.1%

ひらがな、カタカナ

と簡単な漢字なら

読むことができる

113人 48.9%

ひらがな、カタカナ

なら読むことができ

る 33人 14.3%

漢字なら読むことが

できる 3人 1.3%

ほとんど読むことができない 13人 5.6% 無回答 4人 1.7%

n=231人

積極的に

学びたい

72人

31.2%

機会があれば学びたい

111人

48.1%

あまり学び

たくない

10人

4.3%

学びたくない

2人

0.9%

学ぶ必要がない

33人

14.3%

無回答 3人 1.3%

n=231人

105人, 45.5％

83人, 35.9％

65人, 28.1％

8人, 3.5％

7人, 3.0％

6人, 2.6％

38人, 16.5％

10人, 4.3％

7人, 3.0％

0％ 20％ 40％ 60％

無料で学べる教室や学校

自宅や勤務先から近い教室

市役所やボランティアによるお金が安い教室

親子で学べる教室や学校

お金が高くてもしっかりと学べる学校

子どもを預かるサービスのある教室や学校

学ぶ必要がない

その他

無回答 n=231人複数回答

問題なく書

くことがで

きる

57人

24.7%

ひらがな、

カタカナと

簡単な漢字

なら書くこ

とができる

101人

43.7%

ひらがな、カタカナな

ら書くことができる

33人

14.3%

漢字なら書く

ことができる

5人

2.2%

パソコンなど機械

を使えば書くこと

ができる

10人

4.3%

ほとんど書くことができない 21人 9.1% 無回答

4人

1.7%

n=231人

『学びたい』 79.2％ 
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Ｑ7 同居の 18歳以下の子どもの有無 

・『18 才以下の子どもがいる』が 34.2％である。 

 

 ＜18歳以下の子どもの段階＞ ＜１８才以下の子どもの日本語理解度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１８才以下の子どもがいる方＞ 

Ｑ８ 同居の 18歳以下の子どもの段階 

 

Ｑ９ 同居の 18歳以下の子どもの日本語の理解度 

・６割以上が生活では困らないレベルで日本語を理解している。 

 

  

18才以下の子ども

が 1人いる

40人

17.3%

18才以下の子ど

もが 2人いる

35人

15.2%

18才以下の子ども

が ３人以上いる

4人

1.7%

18才以下の

子どもは い

ない

140人

60.6%

無回答

12人

5.2%

n=231人

18人

22.8

12人

30.8

1人

25.0

22人

27.8

16人

41.0

2人

50.0

17人

21.5

7人

17.9

1人

25.0

14人

17.7

1人 2.6

5人

6.3

1人 1.3

1人 2.6

2人

2.5

2人

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人目年齢が1番大きな

子ども(n=79)

2人目年齢が2番目に

大きな子ども(n=39)

3人目年齢が3番目に

大きな子ども(n=4)

小学生になる前の子ども 小学生 中学生

高校生 大学生 学校には行っていない

無回答

『18才以下の子どもがいる方』 ７９人 34.2％ 

18才以下の子どもが 1人いる ４０人 

18才以下の子どもが 2人いる ３５人 

18才以下の子どもが ３人以上いる ４人 

 

１８歳以上の子どもについて 

31人 25.4％

40人 32.8％

25人 20.5％

15人 12.3％

5人 4.1％

2人 1.6％

4人 3.3％

0％ 20％ 40％ 60％

未就学児

小学生

中学生

高校生

大学生

学校には行っていない

無回答
n=122人

70人

57.4％

19人 15.6％

12人 9.8％

7人 5.7％

8人 6.6％

6人 4.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

日本語での授業を十分理解できる

日本語での授業の理解は難しい

が、生活ではあまり困らない

生活でときどき困ることがある

日本語がほとんどできない

日本語がどのぐらいできるかわか

らない

無回答 n=122人

48人

60.8

21人

53.8

1人

25.0

11人

13.9

6人

15.4

2人

50.0

8人

10.1

3人

7.7

1人

25.0

4人

5.1

3人

7.7

4人

5.1

4人

10.3

4人

5.1

2人

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人目年齢が1番大きな

子ども(n=79)

2人目年齢が2番目に

大きな子ども(n=39)

3人目年齢が3番目に

大きな子ども(n=4)

日本語での授業を十分理解できる

日本語での授業の理解は難しいが、生活ではあまり困らない

生活でときどき困ることがある

日本語がほとんどできない

日本語がどのぐらいできるかわからない

無回答
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３．情報の入手について 

Ｑ10 生活に必要な情報を入手する言語（複数回答） 

・「日本語」が 70.6％、「英語」が 30.3％である。 

  

Ｑ11 生活に必要な情報を入手する方法（複数回答） 

・「インターネット（PC、モバイルなど）」（74.9％）が最も多い。 

   

Ｑ12 区役所などの行政窓口で困ったこと（複数回答） 

・「特に困ったことはない」（59.3％）最も多い。 

  

163人 70.6％

70人 30.3％

45人 19.5％

45人 19.5％

38人 16.5％

15人 6.5％

14人 6.1％

13人 5.6％

4人 1.7％

4人 1.7％

3人 1.3％

2人 0.9％

11人 4.8％

1人 0.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

日本語

英語

かんたんな日本語（ひらがななど）

中国語

ベトナム語

タガログ語

韓国語

インドネシア語

ネパール語

スペイン語

ポルトガル語

クメール語

その他

無回答 n=231人複数回答

173人 74.9％

126人 54.5％

103人 44.6％

96人 41.6％

92人 39.8％

83人 35.9％

78人 33.8％

37人 16.0％

23人 10.0％

15人 6.5％

11人 4.8％

11人 4.8％

0人 0.0％

4人 1.7％

0.4％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

インターネット（PC、モバイルなど）

SNS（Twitter, Facebook, LINEなど）

テレビ

日本人の友人・知人

家族

同じ国出身の友人・知人

会社・学校

新聞・雑誌

行政の窓口・ちらしなど

大使館・領事館

ラジオ

ボランティア団体・日本語教室

入手する方法がない

その他

無回答 n=231人複数回答

40人 17.3％

35人 15.2％

32人 13.9％

28人 12.1％

21人 9.1％

14人 6.1％

13人 5.6％
137人 59.3％

8人 3.5％

8人 3.5％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

書類の書き方がわからない

自分の言葉が通じる職員がいない

手続きの方法がわからない

どの窓口に行けばいいかわからない

職員が説明する内容がわからない

自分がわかる案内表示がない

母国とは異なる文化や制度で理解できない

特に困ったことはない

その他

無回答 n=231人複数回答
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４．外国人支援（サポート）について 

Ｑ13 横浜市役所や区役所、横浜市国際交流協会（YOKE）での支援（サポート）について利用度・認知度 

・「使ったことがある」が最も多いのは、「日本語教室」（13.4％）である。 

 

 

Ｑ14 横浜市役所や区役所、横浜市国際交流協会（YOKE）での支援（サポート）について今後、使いたいか 

・「今後使いたい」の割合の方が高い上位 3位は、「日本語教室」（40.3％）、「区役所の窓口での支援（通訳・生

活情報の提供）」（38.5％）、「横浜市国際交流協会（YOKE）や国際交流ラウンジでの支援(生活情報の提

供、相談)」である。 

いずれのサポートも「使ったことがある」より「今後使いたい」の割合の方が高い。 

  

31人 13.4

16人 6.9

15人 6.5

13人 5.6

12人 5.2

11人 4.8

10人 4.3

57人

24.7

62人

26.8

32人

13.9

34人

14.7

48人

20.8

35人

15.2

38人

16.5

107人

46.3

124人

53.7

149人

64.5

149人

64.5

140人

60.6

147人

63.6

147人

63.6

36人

15.6

29人

12.6

35人

15.2

35人

15.2

31人

13.4

38人

16.5

36人

15.6

0% 50% 100%

日本語教室

区役所の窓口での支援（通訳・生活情報の提供）

瀬谷区地域子育て拠点「にこてらす」での支援

日本人との交流の支援

通訳の人に来てもらう

横浜市国際交流協会（YOKE）や国際交流ラウンジ

での支援（生活情報の提供、相談）

外国人のための子育て支援

(n=231)

使ったことがある 知っているが使ったことはない 知らない 無回答

93人 40.3％

89人 38.5％

40人 17.3％

61人 26.4％

51人 22.1％

73人 31.6％

54人 23.4％

52人 22.5％

14人 6.1％

31人 13.4％

16人 6.9％

15人 6.5％

13人 5.6％

12人 5.2％

11人 4.8％

10人 4.3％

0％ 20％ 40％ 60％

日本語教室

区役所の窓口での支援（通訳・生活情報の提供）

瀬谷区地域子育て支援拠点「にこてらす」での支援

日本人との交流の支援

通訳の人に来てもらう

横浜市国際交流協会（YOKE）や国際交流ラウンジ

での支援（生活情報の提供、相談）

外国人のための子育て支援

利用したいと思うサービスはない

無回答 n=231人複数回答

今後使いたい

使ったことがある
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５．生活の困りごとについて 

Ｑ1５ 今の生活の満足度 

・「満足している」（40.7％）と「やや満足している」（39.8％）を合わせると、『満足』が 80.5％である。 

 

 

Ｑ16 瀬谷区の生活で、困っていることや心配なこと 

・「税金・年金など公共サービスの制度・手続き」（23.4％）が最も多い。「特にない」が 32.0％である。 

 

 

  

満足し

ている

94人

40.7%

やや満足している

92人

39.8%

どちらともいえない

22人

9.5%

やや不満がある

16人

6.9%

不満がある 4人 1.7%
無回答 3人 1.3%

n=231人

54人 23.4％

46人 19.9％

35人 15.2％

28人 12.1％

26人 11.3％

26人 11.3％

26人 11.3％

25人 10.8％

23人 10.0％

18人 7.8％

14人 6.1％

12人 5.2％

10人 4.3％

8人 3.5％

2.6％

5人 2.2％

4人 1.7％

2人 0.9％ 74人 32.0％

6人 2.6％

4人 1.7％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

税金・年金など公共サービスの制度・手続き

外国語の情報が少ない

（自分が）日本語がわからない

災害時の対応

子どもの教育・進学

病気やケガの時の対応

介護・福祉サービスの制度・手続き

仕事探し

なんでも相談できる場所がない

家庭や仕事以外の居場所がない

出産・育児に必要な手続き（※）

近所での付き合い

職場での仕事や人間関係

（家族が）日本語がわからない

ごみの出し方

（子どもが）日本語がわからない

出産・育児

DV（家族などからの暴力）

特にない

その他

無回答 n=231人複数回答

『満足』 80.5％ 

※ （妊娠・出産した時、保育園や学校のことなど） 
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Ｑ17 生活で困ったときや心配なときの相談先 

・「一緒に住む家族」（64.1％）が最も多く、次いで「同じ国出身の友人・知人」（50.6％）が多い。 

 

 

６．防災について 

Ｑ18 災害（地震や台風など）への備え 

・「逃げる時に持ち出すものを決めている」（44.6％）が最も多い。 

 

 

 

 

 

  

148人 64.1％

117人 50.6％

69人 29.9％

56人 24.2％

24人 10.4％

16人 6.9％

11人 4.8％

5人 2.2％

3人 1.3％

3人 1.3％

1人 0.4％

4人 1.7％

15人 6.5％

9人 3.9％

2人 0.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

一緒に住む家族

同じ国出身の友人・知人

日本人の友人

会社の人、学校の先生、寮の職員

区役所の窓口

大使館・領事館

近所に住む日本人

ボランティア団体・日本語教室

自治会町内会

地域ケアプラザや社会福祉協議会

横浜市国際交流協会（YOKE）、国際交流ラウンジ

相談する相手がいない

相談先がわからない

その他

無回答
n=231人複数回答

103人 44.6％

77人 33.3％

74人 32.0％

45人 19.5％

39人 16.9％

35人 15.2％

34人 14.7％

22人 9.5％

13人 5.6％

40人 17.3％

28人 12.1％

5人 2.2％

3人 1.3％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

逃げる時に持ち出すものを決めている（※1）

家に料理をしなくてよい食べものや水を準備している

逃げる場所を決めている（※2）

家族との連絡方法などを決めている

消火器を準備している

災害時の情報を収集する方法（※3）を準備している

冷蔵庫や大型家具などを固定し、倒れないようにしている

ハザードマップで危険性のある地域を確認している

防災訓練に参加している

特に何もしていない

備えが必要だと知らなかった

その他

無回答 n=231人複数回答

※1 （身分証や薬など） 

※2 （学校や近くの公園など） 

※3 （防災アプリやラジオなど） 
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７．居住環境や定住意向について 

Ｑ19 あなたが日本に住む理由 

・「日本が好きだから」（46.3％）が最も多く、次いで「お金を稼ぐため・仕事のため」（42.9％）が多い。 

 

 

 

 

Ｑ20 あなたが瀬谷区に住む理由 

・「配偶者や家族が住んでいるから」（41.6％）が最も多い。 

 
 

 

  

107人 46.3％

99人 42.9％

78人 33.8％

64人 27.7％

53人 22.9％

48人 20.8％

29人 12.6％

26人 11.3％

23人 10.0％

16人 6.9％

15人 6.5％

8人 3.5％

0人 0.0％

10人 4.3％

1人 0.4％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

日本が好きだから

お金を稼ぐため・仕事のため

日本の住みやすさ

家族や友人が住んでいるから

スキルの向上・将来のキャリア向上のため

結婚のため

子どもの教育のため

勉強のため

日本語力を活かしたいから

日本で生まれたから

自分や家族の転勤によるため

母語を活かした仕事をしたいため

物価が安いため

その他

無回答 n=231人複数回答

96人 41.6％

76人 32.9％

23人 10.0％

13人 5.6％

13人 5.6％

32人 13.9％

19人 8.2％

4人 1.7％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

配偶者や家族が住んでいるから

勤務先や学校があるから

親せきや友人・知人が住んでいるから

同じ国出身の友人・知人が住んでいるから

社宅・社員寮・学生寮があるから

特に理由はない

その他

無回答 n=231人複数回答
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Ｑ21 日本に住み続けたいか 

・「瀬谷区に住み続けたい」（76.2％）が最も多い。 

 

＜Ｑ２１で「日本以外の国に移りたい」を選んだ方＞ 

Ｑ22 日本以外の国に移りたい理由 

・「日本以外の国に移りたい」のは５人。主な理由は「日本語が難しいから」「税金が高いから」「自分が日本での

生活に不便を感じる」「日本以外の国の方が好きだから」。 

 

 

  

瀬谷区に

住み続け

たい

176人

76.2%

日本には住み続け

たいが、瀬谷区以

外に住みたい

24人

10.4%

日本以外の国に移りたい

5人

2.2%

わからない 16人 6.9%

無回答 10人 4.3%

n=231人

2人 40.0％

2人 40.0％

2人 40.0％

2人 40.0％

1人 20.0％

1人 20.0％

1人 20.0％

1人 20.0％

1人 20.0％

1人 20.0％

1人 20.0％

1人 20.0％

0人 0.0％

0人 0.0％

0人 0.0％

1人 20.0％

0人 0.0％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

日本語が難しいから

税金が高いから

自分が日本での生活に不便を感じる

日本以外の国の方が好きだから

多言語表示が少ないから

物価が高いから

収入が下がったから

長時間労働

家族や友人、パートナーが他の国にいるから

子どもが日本語での勉強が難しいから

母国に帰りたいから

差別や偏見があるから

仕事がない・希望職に就けないから

新型コロナウイルス（COVID-19）が不安だから

家族が日本での生活に不便を感じる

その他

無回答
n=5人複数回答
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８．地域とのつながりについて 

Ｑ23 近くに住む人との関わり方 

・「道で会えば挨拶ぐらいする」（42.0％）が最も多い。 

 

 

Ｑ24 近くに住む（横浜市や大和市など）同じ国出身の人との交流 

・「電話や SNSで交流する」では「月に数回くらい」、「直接会って話す」では「月に１回くらい」の頻度が多い。 

 

 

  

困った時、相談した

り助け合ったりする

31人

13.4%

一緒に買い物に

行ったり、気の

合った人と親し

くしている

9人

3.9%

たまに立ち話を

する

27人

11.7%

道で会えば挨拶

ぐらいする

97人

42.0%

顔もよく知らない

39人

16.9%

無回答 28人 12.1%

n=231人

22人

9.5

15人

6.5

39人

16.9

20人

8.7

43人

18.6

24人

10.4

13人

5.6

42人

18.2

13人 5.6

15人

6.5

4人 1.7

8人 3.5

47人

20.3

52人

22.5

50人

21.6

55人

23.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電話やSNSで交流する(n=231)

直接会って話す(n=231)

毎日 週に数回くらい 月に数回くらい

月に1回くらい 半年に1回くらい 1年に1回くらい

ない 無回答
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Ｑ25 仕事や学校以外で地域活動・ボランティアへの参加 

Q26 今後やってみたいと思う地域活動・ボランティア 

・現在参加している仕事や学校以外の地域活動は、「自治会町内会に入っている」（13.4％）が最も多く、今後や

ってみたい仕事や学校以外の地域活動は、「日本に来たばかりの外国人を手伝う」（20.8％）が最も多い。 

・現在参加している人と今後やってみたい人の人数を比較すると、「自治会町内会に入っている」以外の全ての

活動で「今後やってみたい」の割合が「現在参加している」より高くなっている。 

 

 

  

31人 13.4

16人 6.9

12人 5.2

10人 4.3

10人 4.3

10人 4.3

9人 3.9

4人 1.7

4人 1.7

3人 1.3

3人 1.3

2人 0.9

2人 0.9

2人 0.9

1人 0.4

1人 0.4

138人 59.7

15人 6.5

10人 4.3

21人 9.1

48人 20.8

34人 14.7

46人 19.9

34人 14.7

35人 15.2

26人 11.3

19人 8.2

36人 15.6

15人 6.5

25人 10.8

13人 5.6

36人 15.6

33人 14.3

15人 6.5

20人 8.7

85人 36.8

6人 2.6

9人 3.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

自治会町内会に入っている

日本に来たばかりの外国人を手伝う

地域のイベントを手伝う

文化・スポーツを楽しむ交流

公園の掃除、花を植える

健康のための活動

勉強を教えてもらう

防災・減災のための交流

母国の文化や習慣を教える

子どもの世話をする

通訳・翻訳をする

地域のイベントを企画する

食を通じた交流

言葉を教える

勉強を教える

外国にルーツのある子どもを手伝う

特にない

その他

無回答

仕事や学校以外で地域活動・ボランティアへの参加

今後やってみたいと思う地域活動・ボランティア
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９．多文化共生について 

Ｑ27 地域に住む人にしてもらいたいこと 

・「差別や偏見をなくしてほしい」（42.4％）が最も多い。 

 

 

 

 

Ｑ28 外国人が暮らしやすくなるためにしたいこと 

・「日本の文化、生活習慣を知りたい」（45.9％）が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

98人 42.4％

56人 24.2％

41人 17.7％

39人 16.9％

30人 13.0％

26人 11.3％

25人 10.8％

13人 5.6％

69人 29.9％

6人 2.6％

6人 2.6％

0％ 20％ 40％ 60％

差別や偏見をなくしてほしい

簡単な日本語を使って話してほしい

日本での生活習慣を教えてほしい

日本語、日本の文化を外国人住民に教えてほしい

外国の文化、生活習慣を知ってほしい

地域の外国人の住民との交流会など、国際交流の行事に参加してほしい

日頃から外国人の住民と話してほしい

外国語を学んでほしい

特にない

その他

無回答 n=231人複数回答

106人 45.9％

56人 24.2％

43人 18.6％

28人 12.1％

25人 10.8％

72人 31.2％

4人 1.7％

11人 4.8％

0％ 20％ 40％ 60％

日本の文化、生活習慣を知りたい

地域活動へ参加したい

地域住民との交流会など、国際交流の行事に参加したい

相談窓口などでの通訳や翻訳のボランティアをしたい

母国の言葉、文化を地域に住む人に教えたい

特にない

その他

無回答
n=231人複数回答
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10．その他 

Ｑ39 瀬谷区に取り組んでほしいこと、生活の中で不便に感じていること、困っていること（自由意見） 

・70名から９３件のご意見をいただいた。 

 

 

Ｑ40 このアンケートの中でわからなかった言葉 

・「特にない」（63.2％）が６割以上であるが、わからなかった言葉では、「横浜市国際交流協会（YOKE）、国際

交流ラウンジ」（15.2％）が最も多い。 

 

 

瀬谷区に取り組んでほしいこと、生活の中で不便に感じていること、困っていること

大項目 小計 記述内容 件数

交通が不便 8

失業・経済的に困難 5

物価・家賃が高い 4

買い物が不便 3

病院がほしい、診察時間の拡大 3

病院に通訳者が必要 3

ごみ問題　 3

公園がほしい 2

社会が外国人に開かれてほしい 2

家庭菜園や家畜を飼う場所がほしい 1

子供のためのレストランが少ない 1

学校の配布物などの電子化 1

家にガス管を通してほしい 1

アパートが地図に不記載のため宅配物を誤配される 1

交流したい、理解し合う 8

言語がネック 4

支援・貢献したい 2

偏見がある 2

優しくしてほしい 2

動物や地球に優しく 1

オートバイの騒音 1

通訳・翻訳が必要 9

経済的支援がほしい　 3

役所の開所時間を長く 2

宗教 3 宗教的食品の入手と給食への配慮 3

安全・安心（防犯・防災） 3

その他 3

緑の保全 2

家族のビザが心配 1

不明 1

皆親切・友好的 3

感謝・評価　 2

瀬谷区は便利 2

不愉快・困難な経験はない 1

合　　計 93

38

14

20

10

8良い評価

生活環境

行政

地域

その他

35人 15.2％

22人 9.5％

22人 9.5％

19人 8.2％

14人 6.1％

13人 5.6％

13人 5.6％

146人 63.2％

9人 3.9％

22人 9.5％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

横浜市国際交流協会（YOKE）、国際交流ラウンジ

行政

社会福祉協議会

自治会町内会

地域ケアプラザ

子育て支援拠点

防災・減災

特にない

その他

無回答
n=231人複数回答


